
 

 

 

 

6月の予定 

 1日（木）衣替え 

12日（月）避難訓練 

15日（木）誕生会 

17日（土）総礼参観 15:00～（対象：きりん組） 

カレーの日 

7日 

14日 

21日 

28日 

6月生まれのおともだち 

☆こんどう かなたくん（きりん組） 

☆たていし あさひくん（こあら組） 

☆しまだ ゆらとくん（小学部） 

☆フェリックス とわ アントニくん（小学部） 

☆しまだ あずさちゃん（小学部） 

 きりん組 

4月に植えたきゅうりの苗も、すくすくと育

ち、ついにお花が咲いてきました。きゅうりが

出来るのも、残りわずかだと思います。子ども

達も、育てたきゅうりを食べるのがとても楽し

みで、毎朝、「先生、きゅうりが大きくなったよ」「お花が咲いてきた

よ」と教えてくれます。 

さて、6月は総礼参観日があります。参観に向け、作法などを一生

懸命 1人 1人が覚えています。年少さんは途中で正座が疲れてくずし

てしまう事もありますが、上のお兄さん、お姉さんの真剣な姿を見

て、自分達なりに真似して頑張っています。2歳児さんは、最近はト

イレトレーニングを本格的に始めた子や、衣類の着脱が 1人で出来る

ようになってきたりと、1人 1人が自分で何でも挑戦してみようとい

う気持ちが芽生えてきました。成功した際には、誇らしげに「自分で

出来た」「トイレで出来た！」と教えにきてくれて頬笑しいです。 

少しずつ暑くなってきました。汗をかいている子は自分で新しい洋

服にお着替えをしたり、タオルで拭いたりしたりする事を心掛けなが

ら今月も過ごしていきたいと思います。 

 

佐藤 桃歌 

こあら組 

少しずつ仲間意識が芽生え始めてきたこあら組

さん。自由遊びの時間になるとみんなで BOXの中

に入ったり、床の間に並んで座って遊んだり

等々、みんなと一緒の姿が度々見られるようになってきていま

す。みんなと一緒となると、スペースがなく押し合いになった

り、トラブルも続出ですが、「仲良く仲良く」「仲間に入れて」と

声掛けしながら楽しく遊んでいる子ども達です。 

自分の名前、年齢がはっきり言えるようになった 2才児さん

と、自分の名前が呼ばれたら「ハイ」と返事し、「何才ですか？」

と聞かれると自分の年齢の指を出す事が出来るようになった 1才

児さん。最近では顔パーツとこの指何指？を覚える事を頑張って

います。2才児さんは顔のパーツは完璧ですが、1才児さんは覚え

の途中です。お家の方でもお時間のある時「おめめは？」「お口

は？」等遊びながらやってみて下さい。 

 

   小磯 さおり 

りす組 

先日の遠足では残念ながらお休みの子もいまし

たが、楽しく過ごすことができてよかったです。 

暑い毎日ですが元気なりす組の 6人。このかち

ゃんは二語文を上手に話すことができ、ちょっと

した会話もしてくれます。お気に入りの小学生の男の子とよく遊ん

でいます。こうきくんは音の出るおもちゃが好きで、次から次へと

おもちゃを出して遊んでいます。言葉も少しずつ出て「アンパン」

などと言ってくれます。しおんくんは園生活に慣れ、「いないいない

ばあ」や「バイバイ」など、できることをたくさん披露してくれま

す。れいなちゃんは寝ている子をトントンしたり泣いている子の背

中をさすったりと小さなお姉さん。皆のことをよく見て助けてあげ

たりしています。たすくくんは甘えることが増え、少し離れるだけ

でも「フェーン」と淋しそうに泣いています。抱っこをするとすぐ

にニコッと笑顔になっています。あおばちゃんは寝返りができるよ

うになりました。体を元に戻せずに泣いて助けを求めています。 

少しずつお友達同士で遊べるようにもなってきました。物の取り

合いもありますがそれぞれ好きなオモチャをみつけ楽しく遊んでい

ます。 

 

小泉 優子 

小学部 

「暑い、暑い」と言って、学校から帰って

くる小学生。確かに頭や背中が汗ばんでいま

す。これも元気な証拠です。 

先日、遠足がありました。小学生は全員参

加は出来ませんでしたが、参加した子ども達

はお散歩の時に小さい子の手をつないで歩いてくれたり、ゲーム

も楽しく参加しました。恒例の騎馬戦、字の並べかえクイズは小

さい時からやっているので子ども達も大好きなゲームです。当日

は暑かったのですが、雨の降る心配もなく良かったです。また、

遠足の準備（折り紙をおったり、メダルを作ったり）も率先して

やってくれた小学生でした。 

おやつを食べ終わると双葉公園に出かけていく子ども達です。

側転、リレー、カナヘビと遊ぶなど様々な遊びをしています。熱

中症にならないように水分補給をしっかりとしていきたいと思い

ます。 
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